
第 Ⅷ 地 区

され、発見されたほとんどのものは刻々と変化する中間形態と把握される。なお、機能の中に

は未分化なものを多分に含んでいる可能性があり、用途等の違いが全くなかったことを意味す

るものではない。

註(1〉 「西田遺跡」 (前掲) 「大館町遺跡」 (前掲)

6、まとめ

当調査区は他地区と同様、土取り作業中に発見されたもので取り残された限定された地域

である。従って不確定要素を多分に含んでおり、遺跡全体の性格に言及できるものではない。

しかし、今後調査によって資料の増加は望めなく、限られた資料ではあるが、その一端に触れ

ることにする。

調査地内からは竪穴住居跡3棟と炉跡、焼土遺構が4例発見されており、集落を形成してい

だと見られる。その範囲は確認すべくもないが、約50m離れた第Ⅳ地区においても竪穴住居跡

が発見されており、おそらくは続いていたものと推測される。また、遺物の分布によっては南

方に連なることが予想され、少なくとも東西約130m、南北約30m以上に広がっていたと考えら

れる。すると住居地域は夏油川によって形成された扇端部に位置していたことになり、段丘崖

に添って占地していたことになる。その時期は土器によると縄文時代中期前葉から中葉にかけ

てであり、竪穴住居跡の中には建て替えられたと考えられるものがあって、ある程度の時間差

を有するものと見られる。

その後、竪穴住居跡を破壊する状態で住居地域とオーバーラップして、遺物包含層が形成さ

れたと見られる。包含層遺物は住居跡遺物と同様、縄文中期前葉から中葉にかけてのものが主

体をなし、若干早期未から前期初頭のものが混入している。その供給地は竪穴住居跡等が考え

られ、特に、遺物の分布密度から調査地南方に求められる。その原因には人為的行為(廃棄の

場)を否定するものではないが、洪水等が想定される。

なお、時代が下って、中世から近世にかけてはその一部に墳墓群が築成され、遺物包含層が琵

乱されて、遺物が封土に集中している。以上のことをまとめると次のようになる。

(り当調査地は集落の一部分ではなかろうか。

②その後、洪水等によって竪穴住居跡が埋没し、同時に遺物包含層が形成されたものではな

かろうか。

③そして、中世の墳墓群が築成されるまで、顧みられることがなかったものではなかろうか。
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I号掘立柱建物跡
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第II地区
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第Ⅳ地区
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図版 7

I. I号住炉埋設土器

2. I号住埋設土器

3. 2号住炉埋設土器(No.I )

4. 2号住炉埋設土器(No2)

5. 2号住埋設土器

6. i号埋設土器 S=約号



I. 2号埋設 S=約名

2. 4号土塀出土 S=約瑳
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1器関野「
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第IⅡ・Ⅵ地区

調査区全景

(束より)

2.竪穴住居跡

(西より)

3.土器出土状況
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I.第I号溝状土塀断面

2〇 第3土塀(Fc49)

3.第4土塀(Fa49)
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I. I号溝全景(南より)
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上 堀状遺構全景

(南より)

2.堀状遺構断面
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6
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l. Ah74竪穴住居跡埋設土器(Ai 74埋設土器)

3.第2埋設土器(Ba74埋設土器)

5・第4埋設土器(Ba80埋設土器)

7.第6埋設土器(Bb74埋設土器)

2.第I埋設土器(Ae77埋設土器)

4.第3埋設土器(Ba77埋設土器)

6.第5埋設土器(Ba83埋設土器)

8.第7埋設土器(Bc77埋設土器)
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i.第I埋設土器 2.第4埋設土器 3〇 第7埋設土器 4-I3(土偶)
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図版I8
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岩手県教育委員会事務局文化課職員一覧

(埋蔵文化財関係)

文化課長 熊 谷 正 男

課長補佐(総務)鎌 田 良 悦
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佐 藤 伸一郎
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技 師 佐々木 勝
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文化財主査 吉 田

三 上

斎 藤

昆 野

相 原 康

努

昭

淳

靖

二

文化財調査員 八重樫 良 宏

狩 野 敏 男

田 村 壮 一

主 事 石 川 長 吉

臨時職員 木 村 キエ子

桜 井 芳 彦

相 星 輝 子

高 橋 生 子

小 西 エイ子

漆 原 悦 子

臨時職員 亀ヶ森 恭 子

藤 原 周 子

後 藤 裕 子

石 田 千鶴子

村 井 隆

小 林 史 子

村 上 良 子

小 林 三千江

菊 池 純 子

鈴 木 優 子

赤 坂 恵 子

秋 葉 良 子

前 田 隆 子

田 中 ヒ デ

黒 田 アヤ子

伊 藤 ふ く

及 川 容 子

長 坂 麗 子

中 山 久 子(6月21日退職)

佐々木 信 子(9月30日退職)

高 橋 英 子(10月16日退職)
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